


 

参4．損傷度の評価と性能の推定にあたっての留意点 

4.1 性能の推定にあたっての留意点 

マニュアルでは、健全性の診断の区分の決定を行うために、想定される状況下における橋の性能

の推定を行うこととした。また、橋の性能の推定を行うために、橋梁の損傷状況を把握した上で、

構造上の部材群毎に、構造区分毎の性能の推定を行うための指標（以下単に「指標」という。）を

設定することとした。この指標は、「橋梁定期点検要領（平成３１年３月国土交通省道路局 国

道・技術課）」による「対策区分判定」を参考としたものである。これは、従前行われていた「対

策区分判定」により得られる結果と、性能の推定により得られる結果が一定の関係性がみられると

考えたためである。 

性能の推定と指標の関係性は、表 4-1 を目安とする。 

 

 

 

 

 

 

 ただし、活荷重・地震の場合において、変状の程度や変状の発生部位等を考慮し、想定される状

況の影響が少ないと考えられる場合は、１ランクダウン（c2 であるがＢ判定）とするなど、総合的

な判断が必要となる。 

 

なお、下部構造における豪雨・出水時の評価は洗堀状況により行うものとし、巨石や流木の衝突

による損傷などは考慮しない。洗堀状況は、平水位において目視及び簡易な方法で確認できる情報

から判断するものとし、これらによる把握が困難な場合の評価は B とする。上部構造について、跨

線橋や跨道橋など、想定する状況がそもそも想定されない架橋条件や地理的条件の場合は「―（ハ

イフン）」とする。一方、渡河橋などの場合で、河川の増水が生じるような架橋条件の場合は評価

（A・B・C）を行う。例えば、河川断面が確保されているような場合は、増水しても「出水」その

ものが変状を与えることは考えにくいため、「豪雨・出水」の場合における評価は A となる。 

また、その他（フェールセーフ）については、地震時のみ評価し、その他（伸縮装置）は「活荷

重」に対して、走行性の確保の観点から評価する。そのため、その他（伸縮装置）の性能の推定に

あたっては、指標との関係が一致しないことがある。 

 

 

指標性能の推定

a、b、mＡ

c１Ｂ

c２、eＣ

表 4-1 性能の推定と指標の関係 
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